
 資料３ 

平成 29 年８月 30 日 

教育委員会の共同設置 

（県教育委員会）

（要旨）  

 第 14 回の専門部会を開催し、教職員の多忙化解消に向けた新規取組項目として、以下のと

おり、専門部会案をとりまとめた。 
 また、賀茂地域教育振興方針を実現していくため、H29 重点取組項目及び賀茂地域学校魅力

化推進協議会の進め方とこれらの取組の29年度の成果イメージについて対話・確認したので、

その概要を報告する。 

１ 会議の概要 

(1) 日 時 ： 平成 29 年７月 31 日（月） 14 時 00 分～15 時 30 分 

(2) 会 場 ： 静岡県下田総合庁舎 ２階第３会議室 

議題・確認内容 ： 賀茂地域教育振興方針重点取組 

賀茂地域学校魅力化推進協議会に係る進捗状況と今後の取組 

 

２ 協議内容（専門部会案） 

議  題 確認内容 

教職員の多忙化解消に

向けた新規取組項目 

・「指導要録の電子化」について、下田市から提案があり、新

規取組項目として実施する。 

３ 報告内容 

議  題 確認内容 

賀茂地域教育振興方針

に基づく取組 

・賀茂地域教育振興方針（H28～31）における H29 重点取組項

目について、進捗状況と 29 年度の成果イメージを確認した。

・今後とも、幹事市町、賀茂地域教育振興センター及び県が連

携して項目ごとに取組を進める。 

地域による高校の魅力化

・賀茂地域教育振興方針の H29 重点取組項目「賀茂地域学校魅

力化推進協議会」について、担当市町を中心に協議会の体制整

備に向けた取組を進めることを確認した。 

・今後とも、各校の現状や将来の方向性を踏まえ、関係者との

協議を行っていく。 

４ 今後のスケジュール 

時期 予定 内容 

８月～ 重点取組の推進 幹事市町、賀茂地域教育振興センター、県が連携

９～10月 第15回専門部会 経過報告、静大との連携協定調印（予定）等 

12月 第16回専門部会 成果まとめ、次年度に向けた方針の検討 

１～３月 次年度の準備 引き続き市町、センター、県が連携 

H30～31 
 引き続き賀茂地域教育振興方針の取組推進 

（H31の目標達成に向け取り組み） 
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賀茂地域教育振興に係る市町間の連携 

（県教育委員会） 

 ７月 31 日に実施した専門部会における検討状況は、以下のとおりである。 

１ 賀茂地域教育振興方針 重点取組に係る取組方針 

 賀茂地域教育振興方針における H29 重点取組項目及び高校の魅力化に向けた賀茂地域学

校魅力化推進協議会の進捗状況と 29 年度の成果イメージについて確認した。 
 今後とも、幹事市町、賀茂地域教育振興センター、県が連携して項目ごと取組を進める。 

項 目 進捗状況 29 年度の成果イメージ 幹 事

①「賀茂地域学校魅

力化推進協議会」 

各高校の担当市町を中

心に今後の方向性を確

認（別紙２参照） 

各校ごとに「賀茂地域学校魅力化推進

協議会」を立ち上げ、関係者と連携し

て高校の魅力化を推進 

松崎町 

②幼保・小・中・高

の連携強化に向け

た実践事例集 

事例集の掲載事例候補

を収集し、事例集のイメ

ージを作成 

掲載事例を充実させ HP に掲載し、市

町間で共有 

住民・外部にも取組事例を広く PR 

東伊豆町

③「賀茂地域教育サ

ポーター推進組織」

サポーターの候補とな

る団体、人材を洗い出

し、各市町で共有 

１市５町全域で活躍していただける

方をサポーターとして認証（サポータ

ー登録証を作成・交付） 
河津町 

④「静大と賀茂６市

町教委間における

相互連携協定」 

協定案を作成し、内容を

確定 

部会等の中で静岡大学との調印式 
静岡大学・各市町の希望に基づき、協

定に基づく事業を実施 
西伊豆町

⑤遊休施設（地）等

リストアップ、文科

省サイト掲載 

遊休施設（地）の収集と

掲載候補リストの作成 

リスト情報の充実と文科省サイトへ

の掲載 

大学や民間事業者への情報提供 
南伊豆町

－ 上記情報等を一括して掲載するサイ

トを作成 

賀茂地域教育振興セン

ター（各市町担当指導主

事）が取組を支援 

取組の支援を通じて、同センターの機

能向上について検討 その他 

県立大、文芸大観光学科

（コース）設置に関して

賀茂地域との連携推進 

市町長によるトップセールス実施の

検討 

－ 

２ 新規の取組 

 「指導要録(*)の電子化」について、下田市から提案があり、以下の方針で取り組む。 

＊指導要録は、入学・卒業等の学籍に関する記録（保存年限 20 年）と、学習の記録・成績等、

指導に関する記録（保存年限５年）からなっている。 

項 目 取組方針 幹 事

指導要録の電子化 

・事務手続き、様式等の共通化の検討 
→エクセル等シート作成、またはデータベース化（市町フレ

ンドシップ推進事業の活用） 
・先行事例の調査 

下田市 
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賀茂地域学校魅力化推進協議会の進め方 

 

１ 目的 

  賀茂１市５町にある高等学校（下田、稲取、松崎、南伊豆分校）が、こ

れまで以上に魅力化を図るため、学校、ＰＴＡ、市町、地域の代表者等が

話し合う場を設置し、社会総がかりの教育を実現する。 

  学校側への意見や対応を求める場ではなく、地域としても学校活性化の

ためにできることを見つめ直し、関係者の協力を得て応援する体制を充実

させる。 

 

２ 協議会の体制整備 

  各校ごとの担当市町を中心に、それぞれの現状や将来の方向性を踏まえ、

協議会の体制整備に向けて取り組み、関係者との協議を進める。 

学校魅力化

推進協議会 
方向性 担当市町名 

下田高校 同窓会、後援会主体にあり方を調整 下田市（河津町） 

南伊豆分校 支援に積極的な南伊豆町主体に調整 南伊豆町 

松崎高校 連携型中高一貫の両町主体に調整 松崎町（西伊豆町）

稲取高校 １市２町の広域で構成していく 東伊豆町 

  ※各協議会を代表する幹事市町は、松崎町が務める。 

 

３ 協議会の構成メンバー 

新たな構成メンバーによるか、学校評議員制度などの既存の制度を活用

するか、今後、高校教育課、各校も加わって、実情に応じて選定を進める。 

 

４ 主な協議事項 

 ・小・中・高等学校の連携 

・教科や特別活動等の教育活動の充実 

・地域との連携推進に関すること 

 ・卒業後の進学、就職等のキャリア支援に関すること 

 ・各協議会間や外部との連携、調整 
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  平成 29 年８月 30 日 

若者定住専門部会 

（賀茂振興局）

（要旨） 

 前回会議での専門部会設置決定を受け、これまでに３回専門部会を開催し、検討の三本

柱である「賀茂の子づくり」、「具体的な行動・推進装置づくり」、「利便性の高い窓口づく

り」に関して、基本的な方向性や具体化について意見交換を行い、「利便性の高い窓口づく

り」における、賀茂地域１市５町が連携した相談受付体制等についての専門部会案をとり

まとめた。 

１ 専門部会の開催概要 

(1) 日 時 ： 第１回 平成 29 年６月６日（火） 10 時～12 時 

第２回 平成 29 年７月７日（金） 10 時～12 時 

第３回 平成 29 年８月２日（水） 10 時～12 時 

(2) 会 場 ： 静岡県下田総合庁舎 ２階第６会議室 

 

２ 協議事項（「利便性の高い窓口づくり」における専門部会案）  別紙１ 

現状 

○全国的に移住定住希望者が増加しており、また、静岡県は全国的に見ても移住

希望が多い。 

○個別市町ではなく、伊豆地域に興味のある相談が多い。 

○県、県移住相談センターと連携を図りながら、移住定住施策に取り組んでいる

が、個別の対応に差があり、また、移住希望者のニーズ（住居、仕事など）に

適切に対応できないなど個別市町での対応が難しくなってきている。 

課題 

○移住定住者（Ｕ・Ｉ・Ｊターン）の詳細な実態が把握できておらず、実態を踏

まえた効果的な施策の実施が難しい。 

○市町の相談窓口に専任担当がおらず、また、移住希望者のニーズに対応した対

応ができていない。（市町対応に差がある。） 

○移住希望者のニーズに対応するための市町内、民間団体の連携ができていない。

○個別市町の相談会、移住体験ツアーなど移住者の掘り起しには限界がある。 

○個別市町と連携した民間団体のみで、賀茂地域を広域で活動できる団体の育成

が必要である。 

課題 

に対 

する 

取組 

○移住定住者の実態を踏まえた転出入時任意アンケートの基本項目共通化と全市

町における導入 

○相談初期受付時の対応機能の充実・強化 

① 各市町の基本情報の一元化と対応 

（基本情報、生活環境、移住支援制度、仕事、住まい、子育て・高齢者支援

制度など） 

 ②相談受付様式の共通化 

③相談者許諾に基づく受付情報の市町間共有化 

以上について、平成 29 年 10 月から導入、実施する。 
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今後の

検討事

項 

 

○移住希望者の視点に立った効率的な市町窓口の連携体制を検討・導入  

○移住希望者のニーズに対応する情報提供やコーディネート体制づくり 

○共同した相談会、移住体験ツアーなどの取組の実施 

 

 

 

 

 

 

３ 報告事項（「地域の魅力再発見・賀茂の子づくり」、「地域全体の魅力づくり・推進装置 

づくり」における検討状況） 

検討の方向性 具体的な内容 

○ 小中高校生を対象とした、「地

域の魅力再発見」、「仕事の魅

力発見」プログラムを検討（既

存の取組をマッチングや新規

開発）し、可能なものから順

次、実施 

○小中学校の既存の取組を調査し、共通するテーマの

取組をマッチングし、ネットワーク化・広域化を図

る。 

○先進的なプログラムの導入・開発を検討する。 

 

４ 今後のスケジュール 

時 期 項 目 内    容 

平成29年９月上旬 第４回専門部会 
「賀茂の子づくり」、「具体的な行動・推進装置

づくり」について具体化を検討 

平成29年10月～ 
相談窓口、任意アン

ケート開始 
２協議事項（専門部会案）のとおり 

 

＜当面の対応＞ 

○各市町基本情報の共

有化などによる相談受

付時の機能充実 

 

＜目標＞ 

総合窓口（民間委託など）設置による相

談対応のワンストップ化 

相談受付業務、お試し移住体験施設管

理・運営、移住体験ツアー企画・実施、

住居、仕事等移住関連業務 

検討 
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（参考１） 
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（参考２）平成 28年度市町及び県の移住相談窓口等を利用した県外からの移住者数・相談件数 

 
 
 
 
 
 

H28年度 H27年度 H28年度 H27年度 H27-H28

下 田 市 5 0 28 35 ▲ 7 80%

東 伊 豆 町 11 2 92 26 66 354%

河 津 町 3 0 60 25 35 240%

南 伊 豆 町 5 0 170 120 50 142%

松 崎 町 2 0 22 55 ▲ 33 40%

西 伊 豆 町 4 4 40 26 14 154%

（ 小 計 ） 30 6 412 287 125 144%

沼 津 市 43 9 85 93 ▲ 8 91%

熱 海 市 2 0 12 4 8 300%

三 島 市 14 1 383 17 366 2253%

富 士 宮 市 39 5 154 17 137 906%

伊 東 市 4 13 34 9 25 378%

富 士 市 28 23 104 8 96 1300%

御 殿 場 市 2 1 68 7 61 971%

裾 野 市 1 0 43 0 43 #DIV/0!

伊 豆 市 21 11 75 43 32 174%

伊 豆 の 国 市 10 5 76 27 49 281%

函 南 町 0 0 3 1 2 300%

清 水 町 0 1 4 2 2 200%

長 泉 町 0 0 10 1 9 1000%

小 山 町 59 30 68 62 6 110%

（ 小 計 ） 223 99 1,119 291 828 385%

静 岡 市 68 23 649 549 100 118%

島 田 市 65 7 104 47 57 221%

焼 津 市 12 0 498 9 489 5533%

藤 枝 市 18 8 198 149 49 133%

牧 之 原 市 8 3 217 19 198 1142%

吉 田 町 0 0 36 6 30 600%

川 根 本 町 0 0 16 25 ▲ 9 64%

（ 小 計 ） 171 41 1,718 804 914 214%

浜 松 市 8 11 218 116 102 188%

磐 田 市 4 0 25 0 25 #DIV/0!

掛 川 市 6 0 59 45 14 131%

袋 井 市 0 0 5 0 5 #DIV/0!

湖 西 市 1 0 16 0 16 #DIV/0!

御 前 崎 市 1 6 1 4 ▲ 3 25%

菊 川 市 2 1 18 2 16 900%

森 町 3 0 19 7 12 271%

（ 小 計 ） 25 18 361 174 187 207%

449 164 3,610 1,556 2054 232%

68 59 308 288 20 107%

796 602 194 132%

68 59 1,104 890 214 124%

517 223 4,714 2,446 2268 193%

270 170 1,041 600 441 174%

787 393 5,755 3,046 2709 189%

相談件数

賀
茂
地
区

東
部
地
区

市町名地区名
移住者数

市町計

西
部
地
区

中
部
地
区

※「相談件数」は、県内移住の相談もカウント（居住地を明らかにしない相談もあるため県内外の区分困難）

県計

静 岡 県

県 移 住 相 談 セン ター（東 京）

県Ｕ・Ｉターン就職サポートセンター

総計

合計



○「利便性の高い窓口づくり」における体制の現状及び検討の方向性と将来像

西伊豆町
定住

【体制・機能】
○市町窓口は、南伊豆町以外は専任ではなく、他業務との兼務。
○市町窓口は、相談者が当該市町での移住について、具体的に検討したいとの申し出がある場合、支援団
体（下田市・西伊豆町なし）と連携し、個別具体のニーズに応え、定住までの伴走型支援を実施。
○市町窓口は、相談者に他市町への興味がある場合、その市町窓口に相談するよう助言。

【メリット】
・相談者の希望・志向が、特定市町であった場合、初期接触時当初から相談窓口と一対一の関係が築きや
すい。

【デメリット】
・相談者の希望・志向が、伊豆・賀茂地域等まだ漠然としている場合、初期接触時に、興味のある他市町のこ
とは、自身で問い合わせるよう助言することとなり、少なからずたらい回し感やマイナスの印象を与えて
しまう可能性がある。

西伊豆町
定住

下田市
定住

東伊豆町
定住

河津町
定住

南伊豆町
定住

松崎町
定住

【体制・機能】
○総合窓口を賀茂地域１市５町共同で民間に委託するなどし、設置。
○相談者のファーストコンタクト時に、一元化された基本情報を提供し、初期のマッチ
ングを実施。
○マッチング先での、移住の具体化について、総合窓口（民間委託など）職員による
伴走型支援・アフターフォローを実施。
○「仕事探し」においては、ハローワーク下田との連携による情報提供のほか、第一
次産業の各団体等と連携したマッチング機能の充実化についても併せて実施。
◎お試し移住・移住体験ツアーについても併せて実施。

【メリット】
・初期対応や伴走型支援・アフターフォローを一括で民間委託することから、相談者が
何度も初期基本情報を話す負担軽減（たらい回し感低減、利用者の利便性向上）
・相談者が賀茂地域への移住を具体的に検討する契機が提供される（賀茂地域の行
政全体の歓迎ムードをアピールすることが可能）
・市町相談窓口は不要となり、人員負担の軽減が見込まれる。

【デメリット】
・民間委託に係る経費的負担の増大が見込まれる。
・受託可能な民間団体の確保や育成が必要となる。

河津町
定住

西伊豆町
窓口

南伊豆町
窓口

松崎町
窓口

下田市
移住完了

東伊豆町
移住完了

河津町
移住完了

南伊豆町
移住完了

松崎町
移住完了

西伊豆町
移住完了

下田市
窓口

＜　目　　標　＞
総合窓口（民間委託など）設置による

移住相談対応のワンストップ化

相談者 相談者

”ふじのくにに住みかえ
る”静岡県移住相談セ

ンター

＜当面の対応＞
各市町基本情報の共有化などによる
移住相談初期受付時の機能充実化

下田市
移住完了

東伊豆町
移住完了

河津町
移住完了

南伊豆町
移住完了

松崎町
移住完了

相談者 相談者

南伊豆町
窓口

松崎町
窓口

東伊豆町
窓口

河津町
窓口

下田市
定住

東伊豆町
定住

河津町
定住

南伊豆町
定住

”ふじのくにに住みかえる”静
岡県移住相談センター

下田市
窓口

東伊豆町
窓口

河津町
窓口

相談者

【体制・機能】
○市町窓口は、南伊豆町以外は専任ではなく、他業務との兼務。
○市町窓口は、相談者が当該市町での移住について、具体的に検討したいとの申し出がある場合、支援団体（下
田市・西伊豆町なし）と連携し、個別具体のニーズに応え、定住までの伴走型支援を実施。
○市町窓口は、相談者のファーストコンタクト時に、他市町への興味を示した場合、一元化された基本情報を提供
し、初期のマッチングを支援。また、相談者本人の許諾に基づき、初期受付情報をマッチング先市町に回付・共有
○マッチング先市町窓口は、現状と同じく、伴走型支援・アフターフォローを実施。

【メリット】
・相談者が何度も初期基本情報を話す負担軽減（たらい回し感低減、利用者の利便性向上）
・最初の応対市町でなくても、相談者が賀茂地域への移住を具体的に検討する契機が提供される（賀茂地域の
行政全体の歓迎ムードをアピールすることが可能）

【デメリット】
現状の相談体制に比べ、市町窓口の人的・経費的負担微増

松崎町
移住完了

西伊豆町
移住完了

西伊豆町
窓口

相談者

南伊豆町
定住

松崎町
定住

下田市
移住完了

東伊豆町
移住完了

西伊豆町
定住

別紙１

河津町
移住完了

南伊豆町
移住完了

下田市
定住

東伊豆町
定住

”ふじのくにに住みかえる”静
岡県移住相談センター

西伊豆町
移住完了

＜現状の体制＞

松崎町
定住

移住決定

住民登録

住まい探し

仕事探し
市町職員（協力隊員含む）による移住相談者・希望者の
個々具体なニーズに合わせた懇切丁寧な伴走型の支援

現地確認

市町職員（協力隊員含む）による移住者の生活安定までのアフ
ターフォロー（相談対応など諸問題解決）

市町職員（協力隊員含む）による移住相談者・希望者の個々具体
なニーズに合わせた懇切丁寧な伴走型の支援

市町職員（協力隊員含む）による移住者の生活安定までのアフ
ターフォロー（相談対応など諸問題解決）

①賀茂地域１市５町の基本情報の一元化と②相談受付様式共通化、③相談者許諾に基づく受付情報の共
有化　により、移住相談初期受付時における相談受付・対応機能の充実・強化

南伊豆町
窓口

松崎町
窓口

西伊豆町
窓口

下田市
窓口

東伊豆町
窓口

河津町
窓口

★相談者がどこの市町にコンタクトしても、希望に応じて賀茂地域内市町の基本情報が一度に紹介され
る（初期マッチングの実施）
★相談者許諾に基づき、希望先市町への初期受付情報の回付・共有（相談者の利便性向上）

総合窓口（民間委託など）職員による移住
相談者・希望者の個々具体なニーズに合
わせた懇切丁寧な伴走型の支援及び、移
住者の生活安定までのアフターフォロー
（相談対応など諸問題解決）

総合窓口（民間委託など）

★賀茂地域１市５町が共同で民間委託などを実施
★受託総合窓口は、相談者のファーストコンタクトから、ニーズに合わ
せた伴走型支援及び希望市町定住に至るまでのフォローアップを実
施（移住相談対応のワンストップ化）

河津町
委託

南伊豆町
委託

松崎町
委託

西伊豆町
委託

下田市
委託

東伊豆町
委託

移住決定

住民登録

住まい探し

仕事探し

現地確認

移住決定

住民登録

住まい探し

仕事探し

現地確認
[１市５町相談窓口の連携強化]
賀茂地域に興味のある相談者に好印象を与え、逃さない

検
討
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資料５ 

1 

平成 29 年８月 30 日 

官民・民民の連携専門部会 
（美しい伊豆創造センター・賀茂振興局）

（要旨） 

 ８月３日に第８回の専門部会を開催し、「伊豆半島周遊ルートの開発」、「歴史的建造物の

保存・活用における共同の景観まちづくり」について、今後の進め方等意見交換を実施し

た。 

１ 専門部会の開催概要 

(1) 日 時 ： 第８回 平成 29 年８月３日（木） 14 時～16 時 

(2) 会 場 ： 静岡県下田総合庁舎 ２階第６会議室 

 

２ 報告事項 

（１）伊豆半島周遊ルートの開発 

ア 「南伊豆・西伊豆地域公共交通活性化協議会」と連携した観光モデルコースの利活用 

進捗状況 

・計 62 コースを取りまとめ済（地域交通課） 

 【コース内訳 観光地めぐり 34件、サイクリング４件、ウォーキング 13件、アウトドア体験 11件】

・ダイヤ改正を踏まえたモデルルートを修正が完了 

今後の取組 

・「デカケル JP」へコース掲載する。（※イ参照） 

・ 各市町１～２コースを選定し、賀茂地域で一つ保有するライセンス（ID、

PASS）を共有して、順次、公式チャンネルへのルート登録を行う 

8 月 9 月 10 月 

スケジュール 
   

 

イ 新規性・先進性の高い取組「観光周遊サイト(デカケル JP）」の利活用について 

デカケル JP 運営会社では、地方自治体等と連携した取り組みを強化する方針であ

り、デカケル JP 上に周遊ルートを公開することが可能。 

進捗状況 ・賀茂地域でのライセンス（ID、PASS）発行手続き中。 

今後の取組 

・デカケル JP 上に公式チャンネルを 1 つ登録 
・賀茂地域各市町とライセンスを共有 
・「南伊豆・西伊豆地域公共交通活性化協議会」がとりまとめた観光モデルコ

ースから各市町１～２コース選定し、登録 
8 月 9 月 10 月 

スケジュール 
   

各市町順次掲載各市町コース選定・素材収集
チャンネル公開 

ライセンス取得 ID・PASS 共有、操作研修 チャンネル公開 



2 

ウ 新規性・先進性の高い取組「オープンデータ」作成について 

進捗状況 
・現在、「ふじのくにオープンデータカタログ」広域フォルダにて、トイレ、

賀茂地域写真集を公開中 

今後の取組 
・３月末のデータ公開をもって、専門部会としては終了し、新たな取り組み

については、別途、照会のうえ調整を行う 

 

（２）歴史的建造物の保存・活用における共同の景観まちづくり 

進捗状況 ・H29.３に「賀茂地区歴史的建造物地域資源調査委託」完了 別紙１ 

今後の取組 
・フィルムコミッション団体へのロケーション素材等として提供 

・その他利活用方策の検討 

 



１．件名

２．撮影場所

３．現況（利用状況）

様式第４号（用紙 日本工業規格A4縦型）

平成28年度賀茂地区歴史的建造物地域資源調査　報告様式

青少年海の家

別紙１

５．写真

（遠景）

（近景）

※写真貼り付け

田牛

ワークショップや会議などに使われている。

４．撮影（選定）理由

昭和５年に建設された現存する下田市内最古の学校建
築建物(旧登自 尋常高等小学校)で、大正・昭和初期の
木造校舎の原型を留めている好例として、地域の教育
史・建築史上、その価値を重視する声がある。


